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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 アジアでの気候中立かつレジリエントな社会実現に向けた緩和・適応の移行戦略について、各国と

の議論の中で一定の方向性をガイダンスの作成という形でアウトカムを生み出したことは評価できる。 

ただ、実際の活動への移行の道筋がはっきり見えず、それぞれぞれの国に必要な部分、やりたいと考

えている部分などの具体的な情報収集が必要ではないか。ASEAN は自国で戦略や政策を検討し、構築

する段階にあり、さらには ASEAN での政策調和も行い始めている。ASEAN の研究者や政策決定者と一

緒に作業をするなどのような形に改良されていくことを期待する。また、緩和と適応のコベネフィッ

トやシナジーに注目しているが、緩和と適応でそれぞれの効果を打ち消し合う部分があると思われる。

この点についても考慮すべきではないか。今後も、地域に密着した活動として進められることを期待

する。 

 


